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 筑豊炭鉱「しおんえん」における短期大学卒業生たちの保育活動（1970～1973年）
筑豊炭鉱は、福岡県北東部、遠賀川沿いの直方市、飯塚市、田川市などに広がる日本の主要な石炭の産地でし
たが、昭和30年代後半からのエネルギー革命の進行により次々と閉山、そこで働いていた人々は失業し、生活
は困窮していきます。今号では、筑豊の田川郡川崎町で、1970年代に無認可保育所「しおんえん」を開園し、
地域の子どもたちのための保育の場を切り拓いた、東洋英和女学院短期大学卒業生たちの活動をたどります。
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キリスト教系大学学生による筑豊キャラバン
1950〜60年代は、日本の主要なエネルギー源が

石炭から石油へ転換し、社会や産業構造が大きく変
わる時期だった。閉山した炭鉱の住宅（炭住）での
生活は疲弊し、生活保護や出稼ぎを余儀なくされた。
なかでも零細炭鉱の多い筑豊地域の被害は深刻であ
り、その皺寄せは子どもたちに及んだ。土門拳がカ
メラを通して訴えた『筑豊のこどもたち』ⅰの写真
集の実情は世に広く知られ、これを支援する活動が
キリスト者学生の間に芽生えた。
1960（昭和35）年、国際基督教大、東京神学大、

東京女子大、明治学院大、立教大の学生56名が、夏休
みを利用し、一団を組んで遠征するキャラバンを行っ
た。キリスト教奉仕団から支給されたパンとミルクを
くばり、各地で子ども会や勉強会を開いた。その後、
筑豊の子どもへの支援を継続する必要性が自覚され、

「筑豊の子供を守る会」が結成された。それぞれの大
学に支部がつくられ、第一回キャラバンでは現地に
行かず東京で協力活動をした東洋英和女学院短期大
学にも「筑豊の子供を守る会」が誕生した。翌1961
年から1970年までに東洋英和短大のキャラバン隊
は夏９回、春４回、筑豊へ赴き、参加学生は延べ
82名に達した。ⅱ

「保育学生キャラバン」から「筑豊の保育者」へ
1968（昭和43）年7月、東洋英和短大保育科の新田

信恵（現：福貴）、新井照子（現：根本）、松丸泰子

（現：大島）は、「筑豊の子供を守る会」のキャラバ
ンで川崎町の上正（かみしょう）へ赴いた。
このページ右下の写真は、1969年の学生キャラ

バンのものである。子どもたちのなかに、東京から
福岡の炭鉱に赴いた学生だった彼女たちの笑顔がみ
える。
「筑豊の子供を守る会」の運動は、各大学の大学
紛争の激化にともない沈滞し、ほとんどの大学では、
1968年を最後にそのボランタリー組織が解体され
た。つまり、土門拳の写真集が表したような、経済
成長のなかで「貧困を見捨てている」ことへの激し
い怒りや抵抗の思想は、いわゆる「政治の季節」の
終焉と共に終息を迎えていた。
そうした状況下にあっても、東洋英和短大の学生

は、東京神学大学の学生とともに最も息の長い活動
を続け1970年までキャラバンを行った。東洋英和
短大が活動を継続し続けられた理由として、参加学
生が保育を学ぶ保育学生であったことがあげられる。
東洋英和には他校にはない保育科があり、保育とい
う専門的な知見から子どもや家族の困難に気づくこ
とができた。保育を学ぶ学生たちには、当事者が望
む生への敬意をもち、当地での暮らしを支える手立
てを見通すことができた。東洋英和の保育学生には、
そこで自分に与えられている使命（ミッション）を
見出し、当然のこととしてそれを担い貢献する姿勢
が身についていたのだろう。東洋英和の学院標語で
ある「敬神奉仕」は、こうして保育者としてのふる

特  集 保育者として体現される東洋英和の「敬神奉仕」
　　　 ─「筑豊の子供を守る会」に続く東洋英和保育科卒業生の活躍─
� 塩崎 美穂

土門拳が「この写真集だけは美しいグラビア用紙ではなく
ザラ紙で作りたかった」と語った筑豊炭鉱の写真集表紙

1969年の学生キャラバン。東京から福岡の炭住に赴いた新
田、松丸、新井と、すでに現地で働いていた谷がいる。
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まいを通して体現された。
しかも、保育学生として活躍した新田、新井、松

丸の3人は、1970年3月卒業後に現地に赴いた。当時、
3人の先輩の谷光代（現：辻田）が田川教会の幼稚
園教諭としてすでに福岡県田川市にいたことが、3
人の九州行きにつながった。彼女たちは、その4月
から新設の無認可保育所である「しおんえん」で保
育者として保育を担っていくことになった。ⅲ 東洋
英和短大を卒業し20歳になったばかりの3人が、縁
も所縁もない九州に移住し、行政からは一円の補助
もない園で保育をつくりだしたのである。この奇跡
のような「敬神奉仕」の取り組みは、日本の保育を
かたちづくってきた歴史の一事象としても、東洋英
和の歴史としても、丁寧にその実態を検証し、現在
に続く精神的基盤として位置づけられる必要がある。

「しおんえん」での保育を担った卒業生への
インタビュー ─東洋英和の保育思想─
2025年12月2日、東洋英和女学院の六本木校地

で、「しおんえん」の保育者として活躍した福貴（旧
姓：新田）信恵さん（福岡県田川郡川崎町在住）、
根本（旧姓：新井）照子さん（さいたま市在住）、
大島（旧姓：松丸）泰子さん（市川市在住）から直
接お話を伺う機会を得た。わたくし塩崎美穂（東洋
英和女学院大学教授）が質問し、山下久美元本学准
教授（1976年本学短大保育科卒、前かえで幼稚園
園長）がオンライン参加、史料室の松本郁子さんと
三笠知世さんに記録を取ってもらい、梶田マリさん

（1967年本学短大英文科卒、元短大図書館司書・元
大学図書館事務長）の陪席もあり、インタビューが
行われた。
塩崎が、「しおんえんでの保育内容としては、“山

登り”や“どんぐりひろい”があったことは、これま
での記録からもわかります。他にはどんな保育をし
ていましたか。保育内容や方法の選択、グループの
組み方や場所の選定など、先輩保育者がいないなか
で、短大の保育科を卒業したてのみなさんがどんな
風に保育をしていたのでしょうか」と問うと、3人
は次のように語ってくれた。
大島さん：「怖いもの知らず」でしたね。地元に保
育担当者はいませんでしたし、道具もありませんで
した。霊南坂幼稚園で実習しているとき、保育者が

「あなたはそういう考えなのね。」「あなたはどうな
の？」と子どもの声を聴く姿を見て学んでいました。
私たちは、そういう保育を英和で学んだと思います。
霊南坂幼稚園で学んだのは、子どもたちが自分の思

いを出せるようにすること、穏やかで包みこむよう
な言葉でした。筑豊の自然のなかで遊ぶときに、け
がを心配したことはあまりありませんでした。そう
いえば、子どもにミミズを背中に入れられたりしま
した。東京の生活ではミミズなんて死ぬほどいやで
したが、子どもたちと遊ぶうちに、「別に（大丈夫）」
という感じになっていきました。
福貴さん：英和の短大での2年間は、実習で夏休み
も埋まっていましたが、そのうちの2週間はキャラ
バンにも参加していました。とにかく、ずーっと短
大時代は忙しかったです。しおんえんには、最低限
の学習で臨んだと思います。短大での経験だけが
ベースでした。炭住での子ども会活動がキャラバン
であって、就職について考えるときに、向こう（九
州）へ行って働きたいという気持ちはあり準備はし
ていました。しおんえんでは、障害をもつ子どもが
3年目に入ってきて、その子が行ける距離がそのク
ラスの散歩の距離になりました。そういうことに対
して、子どもたちからの反発はありませんでした。
「おたすけおに」「だるまさんが転んだ」など、道具
がなくてもよく遊びました。大縄跳びもしました。
町の青年団が、なんの遊具もないのでいろいろ用意
してくれて、大きな砂場（トラックで砂を運んでつ
くった）もあり、子どもが大きな穴を掘って、あま
りにも穴が大きいので話し合いになって、また埋め
たりもしました。
根本さん：東京で就職が決まっていた幼稚園には申
し訳なかったのですが、福貴さんと大島さんの二人
が行くというのを聞いて、「私も行きたい」と思いま
した。もちろん、東京での水洗トイレがある環境か
ら、トイレは板張り、山水で生活するキャラバンで
の生活はカルチャーショックでした。でもそれを経
験したので、どこにでも住めると思いました。順応

2025年12月 2日、インタビュー当日。左から根本照子さ
ん（旧姓：新井）、筆者、福貴信恵さん（旧姓：新田）、	
大島泰子さん（旧姓：松丸）
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できたのは、キャラバンでの経験が大きかったです。

当然、彼女たちには
それぞれの人生や経験
があり、三人三様の保
育実践者だったことが
伝わってくる。こうし
た語りのなかで印象的
だったことは、彼女た
ちの私生活そのものが、
筑豊地域での保育実践
をつくりだしていく様
子だった。
大島さんが「涙や鼻

水で顔が光っている子
どもがたくさんいまし

た。でも、鼻水くらいでは耳鼻科などに行けない感
じでした。『こざっぱり』が難しかったです」とい
えば、福貴さんが「家庭訪問もあらたまって行くも
のではなく、普通に家庭に上がり込む感じでした。
私たちの住まいにお風呂がないので、お風呂はいろ
いろなところでいただきました。子どものお家にお
邪魔して、『お風呂わいているよ』と声をかけても
らいました」という。子どもの家から「差し入れも
よくいただいた。とりめしのおにぎりや野菜なん
か」がおいしかったなどのエピソードには枚挙にい
とまがない。
筑豊の子どもたちの暮らしは、土門拳によるセン

セーショナルな告発を見るまでもなく、経済的にとて
も貧しかったはずだ。いわゆる子どもの姿のなかに現
れる「発達」にも、目が向けられなかったはずはない。
日本の保育（教育）や障害福祉分野において、

1970年代は「発達保障」の理念が確立し、実践さ
れた重要な時期でもあった。革新自治体のもとで

「すべての子どもの生活と権利を守り、全面発達を
保障する」という方針が出されたり、ヴィゴツキー
の『精神発達の理論』（柴田義松訳、 明治図書、
1970年）が翻訳出版されたりし、人が社会・文化
的活動を通じて発達するという見方が再評価された。
いきおい、子どもの姿を「発達」という標準化・均
質化された視点から捉え、欠損モデル（何が足りな
いのかを評価し、足りない部分を補おうとする同一
化）による保育（教育）実践が行われる傾向があった。
こうした時代状況であったにもかかわらず、彼女

たちには、子どもの「発達」をことさらに心配し、
「貧しさを克服しなければならない」というような

前のめりの語りがみられない。「教育しなければな
らない」とされる、啓蒙の対象として子どもたちや
その保護者、地域の人たちを見ていない。共に生き、
自分たちこそが頼りにする仲間として、保護者や子
どもに敬意を払っていたことが伝わってくる。
幸せに向かおうとする保育実践が、政治的闘争と

してではなく、その土地に生きる子どもたちの日常
を彩

いろど

る文化的営みとしてつくられていたことの意味
の大きさにあたらめて気づかされる。彼女たちはい
う。「自分たちは、当時、そこまで学生運動をして
いませんでした」「べ平連のデモに行くくらいでし
た」と。他大学の学生たちはおそらく学生運動の一
環として筑豊キャラバンに行く側面があっただろう。
ただ、東洋英和の保育学生たちは、保育という専門
性ゆえに、同じ人間として当地の人々と共に貧しさ
のなかにも幸せを見出す実践をつくりだし、地に足
のついた実直な保育を行うことができたのではない
だろうか。とくに目立つこともなく（当時あった取
材を彼女たちは断ってもいる）、でもあたたかく子
どもに向き合う実践のなかで、保育者としての自ら
の使命を見出していったと考えられる。

しおんえん開園─筑豊の地に保育の場をつくる─
ここに「しおんだよりNo.1」という色褪せた藁

半紙のお便りがある。「しおんえん」の開設にあたり、
1970（昭和45）年4月18日に発行された「保

ほ
護
ご
者
しゃ

殿
どの
」に向けた手書きのお便りでは、漢字にひらがな

でルビがふられている。

入
にゅう

園
えん

式
しき

も済
す
み、いよいよ子どもたちも一人だち

をする時がやってまいりました。入園してからの注
ちゅう

意
い
等をお読みになり、一日も早く子どもさん方が園

になれ、楽
たの

しい保育園生
せい

活
かつ

が送れますよう。又遊
ゆう

具
ぐ
も少なく園もまだまだこれからというところです

ガリ版でお便りを刷る保育者

しおんえん開園当時の新田（左
から 2人目）・新井（ 3人目）・
松丸（ 4人目）
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が、教
きょう

師
し
一
いち

同
どう
はりきってやっていくつもりですから、

どうぞよろしくお願
ねが

い致します。

このお便りからは、保護者の識字状況への配慮が
感じられる。元産炭地の川崎町には閉山炭住と共に
多くの被差別部落ⅳ があった。しおんえんに通う子
どもの保護者を含め地域の識字率は低く、「就学前
からの教育」や「親が安心して働ける保育所設置」
は喫緊の課題だった。貧困に加え自らが教育を受け
られなかった親たちは「子どもにはせめて教育を受
けさせたい、差別に負けない子どもに育って欲し
い」と願っていた。
しおんえんの設立に尽力した松﨑一は、1961年

「筑豊の子供を守る会」で閉山炭住に学生キャラバ
ンとして入り、1963年には関西学院大学を一年休学、
炭鉱が「戦後最大の部落産業」であることを突き止
めていた。ⅴ その後1970年、すでに学生キャラバン

の全国組織は解体して
いたが、東京の大学生
がまだ筑豊を訪れる活
動を続けており、それ
が東洋英和短大の新井、
新田、松丸だったので
ある。学生だった3人
が「保育者として働き
たい」と申し出たおか
げで、行政からの支援
金はなく、基本的に無
償で働くことを前提と
した保育の場が拓かれ
ることになった（彼女

たちは当時八千円で暮らしていた）。
お便りには、こんな記載もある。

保育時間およびおべんとうの日について
一週間のうち月～金までをおべんとうのある日

（9：00～3：00）とし、土曜日はおべんとうのな
い日（9：00～11：30）にしたいと思いますがい
かがでしょうか。連絡帳にお返

へん
事
じ
をおかき下さい。

親とともに保育時間も決
めていく、 民主的な実践で
あったことが伝わってくる。
山下久美 前かえで幼稚園

園長がいうように、1970年
代の東洋英和の保育者養成課
程では、新井、新田、松丸の
偉業について、「東京から離
れて九州に移り住み、炭鉱の
子どもたちのために保育を
行っている伝説の先輩」とし
て授業で語られてはいた。た
だし、東洋英和の保育者養成でのみ語られており、あ
まり世に出ることのない実践だった。彼女たちがパイ
オニアとしてかたちづくってきた保育実践については、
もっと丁寧に、これこそが東洋英和の保育実践ではな
いかという問いを含め検証される必要があるだろう。
子どもたち自身が夢や希望を語れる自分の人生の主

人公になるよう、平和とはなにか、それは差別のない
社会をつくる保育実践であるという彼女たちの言葉か
ら、私たちはまだまだ多くを学べると思う。
� （人間社会学部子ども教育学科教授）

【注】
ⅰ 1960年パトリア書店から刊行。筑豊の炭鉱、鉱
山の休業による失業と貧困を社会に訴えた、ザラ紙
を使った100円の写真集。59年12月に２週間の撮
影が断行され、体裁の斬新さと内容の切実さが注目
を集め10万部を売り上げるヒット作となった。土
門は特に子どもたちに焦点をあて、中でも母親が出
稼ぎに出た父子家庭の姉妹を捉えた写真は表紙写真
にも使われ、広く人々の心を打った。同年、その姉
妹のその後の様子を描いた『るみえちゃんはお父さ
んが死んだ』が研光社から出版され、映画版『筑豊
のこどもたち』（脚本：菊島隆三／広沢栄、監督：
内川清一郎、製作・配給：東宝）も公開された。
77年、新装版『筑豊のこどもたち』が築地書館から
刊行された。（以上、冨山由紀子による写真史解説参

照 https://artscape.jp/authors/tomiyamayukiko/
〈2026年3月アクセス〉より）
ⅱ 東洋英和女学院百年史編纂実行委員会編『東洋英
和女学院百年史』1984年、430-435頁
ⅲ 前掲書、456-458頁
ⅳ 被差別部落とは、身分・職業・居住が固定され、
前近代に穢多・非人などと呼称された被差別民の居
住集落である。明治4（1871）年の解放令によっ
て法的差別は解消されたが、社会的差別や偏見は未
だ完全には解消されていない。こうした歴史的差別
に対して、部落差別を解消するための教育が「同和
教育」として行われている。
ⅴ 「『しおんえん』スタッフ座談会」『川崎町立同和
保育所設立30周年記念誌』川崎町立同和保育所、
設立30周年記念事業実行委員会、2003年、61頁

保護者（祖父）がつくった砂
場で夢中になって遊ぶ子ども
たち

真剣に釘打ちをし、木
工遊びに集中する子ど
もたち
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時局を鑑み「東洋永和」になっても…
本誌の〈資料紹介〉では、前々号（No.104）、前

号（No.105）ともに、戦後80年特集として、戦時
下の東洋永和女学校の「クラス（級）日誌」を取り
上げた。1941年12月の太平洋戦争開戦から、1942
年の宣教師ミス・ハミルトンの帰国、1944年の高
等女学校となることによる学内での宗教行事の中止、
1944年7月以降の勤労動員など、生徒たちの戦時
中の日々を日誌の記載からたどった。
その日その場で、生徒たちによって記録された学

校生活には、敵性語の使用が忌避されていたはずで
あるのに英語教育が継続していたことや、表向きに
は出来ないはずの礼拝が行われていたことなどが垣
間見られる。そこには、東洋英和という学校が「東
洋永和」になりながらも、「重大な時局にあって益々
キリスト教の意義も重大である」（1944年4月26日　
5年生による日誌記録より）と教員が生徒に語りか
けるなど、しなやかな強靭さをもって建学の精神を
貫き、困難な状況下で教育の業（わざ）を継続して
いたことがうかがえる。

新たに発見された昭和20年のクラス日誌
「史料室だより」No.104では、現在確認されて

いる戦時中のクラス日誌は39冊とお伝えしていたが、
その39冊を通して見た結果、 肝心の1945（昭和
20）年の6月初旬から終戦までの学校生活を記録

した日誌の記述が欠けていた（表1参照）。史料が
発見されていない可能性もあるが、おそらく勤労動
員されている3、4、5年生の日誌は勤労動員の作
業日誌に移行しているため、その学年のクラス日誌
は存在していないようである。また、2年生は、空
襲が激しくなる中で5月あたりには出席者が少なく
なり2組合同の授業も増え、5月13日あたりから
「今日から、区役所から来たお仕事を三日致します」
という記録が出てくるなど、上級生の勤労動員の作
業同様、機密性の高い作業を担うようになったのか、
２年生のクラス日誌も1組2組合わせて、1945年
の6月初旬から1945年の9月中旬まで記述がない。
授業が継続しているらしい1年2組の日誌も5月24
日から10月31日に記述が飛んでいた。
私たちの関心はどうしても8月15日の終戦に至

るまでの、戦況が熾烈になっていく日々に向けられ
る。生徒たちはどのような学校生活を送っていたの
だろうか…。
そうしたところ、中高部の地下倉庫に古いクラス

日誌をしまっているロッカーがあるということで、
史料探索を行った結果、昭和20年度の1年1組のク
ラス日誌が新たに発見された。その日誌は、一時的
な休校期間による無記載はあるものの、日誌は継続
して記述されており、終戦まで学校に通い続けた1
年1組の生徒たちの様子を綴った貴重な記録であっ
た（表2参照）。以下に、その内容を紹介したい。

〈資料紹介〉47  
東洋永和女学校「クラス日誌」にみる戦時下の学校生活  追記

新たに発見された昭和20年度
のクラス日誌

今まで所蔵が確認されていた1945（昭和20）年度のクラス日誌
資料番号 学年とクラス 日誌が書かれた期間 記載が途中で無くなる期間 備考

1201822083 2 年1組 1945（昭和20）年4月6日～
1946（昭和21）年11月21日

1945年6月5日以降記載無し。
1945年10月23日に記述再開。

3冊を合わせ
て み る と、
1945年 の6
月 初 旬 か ら
1945年 の9
月中旬までの
学校の様子が
不明だった。

1201822084 2 年2組 1945（昭和20）年4月18日～
1946（昭和21）年10月11日

1945年5月25日は日付と当番
名などが書いてあるだけで、以
降記載無し。1945年9月17日
に記述再開。

1201822086 1 年2組 1945（昭和20）年4月11日～
1947（昭和22）年3月19日

1945年5月23日以降記載無し。
1945年10月31日に記述再開。

新たに発見された1945（昭和20）年度のクラス日誌
資料番号 学年とクラス 日誌が書かれた期間 記載が途中で無くなる期間 備考

1202510018 1 年1組 1945（昭和20）年4月11日～
1946（昭和21）年4月13日

一時的な休校期間による無記載
はあるものの、基本的に日誌は
継続して記述されていた。

ただし1945年
8月15日～17
日は休校のた
め記載無し。

表1

表2
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欠けていた春から終戦前後までの記録が埋まる
1945年の4月11日が始業となり、出席53名、欠

席18名、1クラス約70名であるが、徐々に人数が
減っていく。クラスの人員の総数を見ていくと、5
月24日には45名、5月25日には47名、そして6月
11日に記述が飛び、87名に増える。ここで人数が
増えたのは、1年1組と2組を合同したためだった。
すでに史料室に所蔵のあった1年2組の日誌が
1945年5月24日で中断した理由は、そのためであ
ることが今回判明した。

5月24日がターニングポイントになったのは、
山の手の大空襲のためである。学校の周辺一帯もほ
とんど燃え、隣接していた鳥居坂教会も焼失したが、
かろうじて東洋永和の校舎は罹災しなかった。日誌
には、6月6日から11日まで約一週間焼け跡の整理
をしていたと記載があり、自宅が燃えた生徒もあり、
そうでなかった生徒は通学し、学校周辺の焼け跡の
片づけをしていたことがうかがえる。

6月12日には授業が再開し、6月17日には「始
めてローマ字をおそはりました」と書かれている。
英語の授業の記述は年度初めから散見され、試験を
していたことも記録されている。

7月5日には「音楽の時間に小林〔悦子〕先生が
ベートーベンのレコードをかけて下さいました」と
いう和やかな記述はあるものの、度重なる空襲警報
の合間に何とかして授業をしている様子は痛ましい。
7月17日の日誌には、そうした状況下での生徒の
心情が以下のように記されている。
　「朝早くから警報が発令されました。艦載機がき 〔来〕、
空襲を続け私達の勉強のさまたげとなってしまひ
ました。／これからもまだまだ戦争は激しくなり
敵機の飛行機もき〔来〕このやうなゆうちやうな
事はしていられなくなると思ひます。／私達は先
生のおつしやる事を守り一生懸命勉強に励み体を
丈夫に毎日を過さなければならないと思ひます。」
8月1日からは「4階へ引っ越し」との記載がある。

これは7月31日に陸軍の東京聯隊区司令部が学校
に移転してきたためで、校舎の2階が司令部になっ
てしまったので、生徒たちは4階に教場を移さなけ
ればならなかった。学校内も騒然とした、落ち着か
ない日々が続いていく。

8月14日にはB29が到来し、国語の授業の一時間

で下校となる。「今日は大変欠席が多かった」とある
ように、通学もままならない状況だったのだろう。
そうして8月15日を迎えるが、「十五日から十七にち
まで休校」だったため、終戦当日の記録はない。8
月21日には「全校の生徒が集って朝礼をした」、9月
6日には「長い間の夏期修練期間も昨日で終り今日
は全校の生徒が揃って講堂でお式があり小野〔德三
郎〕院長先生のお講話があり、長野〔彌〕先生のお話
があった」とある。ようやく長い戦争は終わり、占
領体制への不安はあるものの、学校は少しずつ平時
の日常を取り戻していく。9月に家庭調査が行われ、
はかまや開襟シャツの配給があり、9月8日には「〔麻
布〕三聯隊に米軍が進駐して来るので十日から三日
間家庭修練期間」とし、休校措置が取られた。疎開
から戻って来た旧友や編入生を迎え、「楽しみを増す
為、お話会や御誕生日会をする事」になり、11月1
日「今朝始めて礼拝を致しました」とあり、毎朝の礼
拝も再開される。新発見のクラス日誌は、終戦前後
の非常時の学校生活を知る大切な手がかりとなった。

カナダ　ハミルトン校長の強制収容所の高校報告
最後に紹介するのは、戦後の史料であるが1946（昭

和21）年度　2年2組のクラス日誌である。そのクラ
ス日誌の12月18日のクリスマス礼拝にはカナダから
再来日した宣教師ミス・コーテスの参加が記録され、
コーテスが持参した資料なのか、カナダのブリティッ
シュコロンビア州レモン・クリークの日系強制収容
所でミス・ハミルトンが開いた日系カナダ人のため
の高校（「史料室だより」No.93参照）の年報が挟ま
れていた。ハミルトンは、
戦時中、カナダの極寒
の山間部で敵国人と
なった日系人に寄り添
い苦楽を共にした。そ
して再び、戦後復興の
ため来日する。クラス
日誌は戦禍を越えても
なお途切れることのな
かったカナダの宣教師
たちとの絆も今に伝え
ている。
� 松本郁子（広報史料室・史料室委員）

ミス・ハミルトンが戦中校長
を務めたレモンクリーク高校
の年報
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『保育要領』作成における役割
1935年に東洋英和女学校幼稚園師範科教員に着

任した功
く ぬ ぎ

刀嘉
よし

子
こ

先生は、1926年の師範科卒業生で
ある。卒業後は静岡英和幼稚園、静岡ホームの保姆
を経てアメリカに留学。イリノイ州エバンストンに
あるNational College of Educationにて幼児教
育を専攻し、帰国後は愛清館ナースリー・スクール
に携わりつつ師範科に就任された生粋の保育者でも
ある。宣教師の先生がたが本国へ帰国された戦時下
には、日本人初の幼稚園師範科主任として責任を
もって教育、運営にあたり、幼稚園が戦時保育所と
なった期間には所長も務められている。
功刀先生は戦後初期におけるキーパーソンの一人

として幼児教育史に名を残す。戦後日本は新しい憲
法の下、教育基本法、学校教育法を制定し、大きな
教育改革を行った。時の指導者であるGHQの民間
情報教育局、教育課初等教育係官ヘレン・ヘファナ
ン氏（Helen Heffernan, 1896-1987）を中心に

『保育要領』が作成されたのはその一環である。現
在の『幼稚園教育要領』の源となる『保育要領』は

「幼児教育の手びき」の副題をもち、功刀先生は養
成校の代表として倉橋惣三氏や山下俊郎氏、坂元彦
太郎氏などの幼児教育関係者たちと共に、民主主義
アメリカの教育をどのように日本で活かしていくの
か協議を重ねられた。子どもを主体とし、幼保を分
けず家庭をも含む保育のありようを示す『保育要
領』は、今こそ必要な視点としてその重要性が再評
価される。待機していた通訳者では意思疎通が十分
に図れず、日米の幼児教育事情に精通し、ヘファナ
ン氏のよき友となった功刀先生が交代した。もちろ
ん幼児教育者として執筆もされ、1948年に『保育
要領』が文部省より発行されるのに先立ち、講習会
講師も務め、戦後保育の指針となるその普及に尽力
された。結果として文部省事務官となるために東洋
英和を退任されることとなり、生徒たちは誇りに思
う一方で、大変悲しんだという。

史料や証言からみる働き
功刀先生唯一の著書『保育教材　幼児の遊びと指

導』（図画の関猛先生と共著）は1944年に出版され、
その内容は『保育要領』に反映されている。戦前期
の留学体験に基づく保育理論で、卒業生によると著
書を授業で用いた記憶はなく、最も紙のなかった敗
戦前年にこのような仕事をされていたことに驚きと
同時に納得もされる。ノートに書き写さなければつ
いていけない功刀先生の授業は必死であったと複数
の方が回想されている。
生徒やその家族への対応に決断、女学校の合同会

議、公務出張、入学願書類の印刷依頼などの雑務等、
具体的な仕事が記される事務ノートから先生の仕事
ぶりが窺える。自己の判断で養成教育を担う立場と
なり、重責ではあるが功刀先生には充実した時代で
あったと推察される。戦時下の卒業生は、「生き生
きされていた」と証言する。授業は、ナースリー・
スクールのほか幼児教育全般、およびノーマル・ク
ラスを担当されていた。終戦後は、疎開から帰って
きていた子どもたちを学校に集めて、先生のご指導
の下、寺子屋を始めたという。

師範科教員としての教え
以下に、卒業生の手記、回想を紹介したい（一部

筆者修正）。
・中肉中背で姿勢よく、 はじめての授業に「Hi 
everybody!!」とグリーンの革ジャンにハイヒー
ルでさっそうと登場され一同びっくり。新年度の
落ち着かない雰囲気がすっかり明るいクラスに変
わったのを覚えています。戦争中でしたから、素
晴らしい恰好にみんなで「かっこいい」と言って
いました。インドネシアからの留学生にはフラン
ス語と英語で教えていらっしゃいました。

・初めての授業、私たちの前にお立ちになった先生
がしばらく黙っておいでのご様子をじっとみつめ
ていました。窓のほうを見ていらした先生は開口

〈東洋英和の先生がた〉15　功刀　嘉子 先生

　愛と厳しさで幼稚園師範科を支えた�
　　　　　　幼児教育史上のキーパーソン
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一番、「なんですか、あのうすぎたないカーテン
は」「はずしてしまえば…」（そのような意味のこ
とをおっしゃいました）。ちょっとびっくりしま
した。なぜ、今、カーテンのことを？とその日の
講義については全く覚えていません。後日2年生
との（功刀先生の）合同授業があり1・2年生混
合でいくつかのグループに分かれ、それぞれ校外
へ出かけました。私たちのグループは新聞社見学、
社内の様子、印刷の工程などを見学しました。後
年、先生のおっしゃったカーテンのことを思いま
した。カーテンは外を遮るもの、社会のこと、い
ろいろなことを自分の目、耳で知り、学ぶことの
必要を、そうあるべきと示してくださったと。教
室、校舎、園内に留まらずにと、私自身のために
も、保育のあり方にもそのことの大切さを教えて
いただいたと思います。

・子どもは甘やかさない。かわりにHugとKissをし
てあげること。

・子どもと話すときにはいつも子どもの目線に合わ
せる。他の子どもが話しかけてきたら「今、この
子と話しているから順番にね」と子どもの人格を
大切にする。

・コロナ下、町が静まり返った様子が戦時を思い出
させる。功刀先生がいらしたらどんなことをおっ
しゃるのだろう。きっと「笑っていきましょう」
そして「正しく状況を見極める冷静さをもって行
動するように」だろうか。そんなことを思う。

教え子の方がたにお話をうかがって
7年前に始めた卒業生への聞き取りには、必ず戦

争の時代であったことが語られる。戦時下の方は
「クヌセン！」の愛称と生徒を全力で導く芯の強さ
と親身な気遣い、戦後の方は自由に勉強できる喜び
に溢れていた娘時代に功刀先生がいらしたことを、
それぞれの記憶から呼び起こされていた。ものを
はっきりおっしゃるおしゃれな先生は共通する姿で
あった。
【おもな参考文献・史料】
・関猛・功刀よし子共著『保育教材　幼児の遊びと
指導』照林堂書店、1944年。

・佐藤浩代「功刀嘉子の保育論」『保育学研究』第
59巻第2号、7-18頁、2021年。

・「事務日誌」昭和18年度、資料ID：1201822276。

【�お話やお手紙をくださった卒業生のみなさま（敬
称略、卒業年）】
森安恵子（1944）藤井菊枝（1945）藤本和子（1946）
森真佐（1946）丸岡明子（1947）赤羽美代子（1948）
寺西誼子（1948）片桐和子（1949）小島冨美子
（1949）松本幸子（1949）辻富士子（1949）藤岡
千枝子（1950）菅沼静恵（1950）芝恭子（1953）
感謝をもってお名前を記します。

� 佐藤　浩代
（�東洋英和女学院短期大学保育科卒業、本学大学院
修了。本学人間社会学部子ども教育学科講師）

功刀 嘉子（くぬぎ・よしこ）先生
―略　歴―

1905年10月14日	 山梨県甲府市に誕生
1918～24年	 山梨英和女学校在学
1923年		  甲府教会にて受洗
1924～26年	 東洋英和女学校幼稚園師範科在学
1926～30年	 静岡英和幼稚園勤務
1930～32年	� 静岡ホーム（ナースリー・スクー

ル）勤務
1932～35年	 米国イリノイ州エバンストン
		�  National College of Education

在学（Bachelor of Education
取得）

1935～？年		� 亀戸幼稚園愛清館ナースリー・ス
クール勤務

1935～48年	 東洋英和女学校幼稚園師範科教員
1945～46年	� 東洋永和保姆養成所附属戦時保育

所長
1947年		  幼児教育内容調査委員委嘱
1948年		�  文部省より学校教育局初等教育課

事務官（嘱託）任命
1952～71年	� 大阪学芸大学（現 大阪教育大学）

幼稚園教員養成課程教員
1996年6月10日	 召天（享年90歳）

指圧講習に立ち会う功刀嘉子先生（右）（1944年）

9史料室だより　No.106　2026.5.10



2025年11月8日（土）14：30-16：30、東洋英
和女学院中高部英語劇部（English Drama Club, 
“EDC”）のOG会が開催されました。本稿ではOG
会の経緯と当日の模様、そして筆者たちが調べた

「EDCの歴史」について、ご報告申し上げます。

EDC OG会の経緯と当日の模様
ことの始めは約1年前。EDCのOG数名が楓祭で

偶然顔を合わせ、「EDCのOG会ってこれまで開催
されたことはないけれど、一度やってみたいよね、
声をかける学年を限定して少人数ならできるかし
ら？」という軽いノリで始まったOG会構想。しかし、
そんな小さな話で収まらないのが英和生。OG会の
噂はじわじわと広がりを見せ、いつしか、引き返す
ことのできない大きなうねりとなっていました。強
力なメンバーを幹事グループに招き入れ、ネット
ワークを駆使して連絡先を拡大し、東洋英和女学院
同窓会をはじめとする関係各所のお力添えをいただ
いて、11月8日、ようやく迎えた開催当日には、
1971年卒から現役高3生までの幅広い年代から合
わせて130名が参集！ 顧問をお務めいただいた先
生方5名（中村裕子先生、松田昭彦先生、楠山眞里
子先生、大友香里先生、ジョン・ガルシア先生）も
足をお運びくださいました。
14時頃から出席者が揃い始めるとともに、広々

としていたはずの中高部集会室はいつしか手狭な様
相を呈し、次第に熱気を帯びていきました。生徒時
代には声をかけることも憚られた麗しの先輩方、か
わいい後輩たち、そして苦楽を共にした同級生と再
会を喜び合い、写真を撮り合う皆さまの姿。それは
まさに幹事冥利に尽きる光景でしたが、同時に、2
時間という限られた時間枠を守れるのかどうかを真
剣に危惧した瞬間でもありました。しかしそこは、
さすが英和生、さすがEDC。どんなにおしゃべり
に夢中でも、ひとたび一致団結すれば無敵です。司
会者の必死の呼びかけがどうにか浸透し、予定開会
時刻である14時半から数分遅れでOG会をスタート
することができました。
はじめに、長く顧問をお務めくださった奈良みど

り先生のご逝去を悼み、お祈りをささげました。
その後のプログラムは、次のような順序で滞りな

く進行しました。
・幹事を代表して長谷川紀子様（1974年卒）のご

挨拶
・「EDCの歴史」プレゼンテーション（後述）
・約1時間の歓談時間
・松田先生のお話
・2025年卒OGによる「最近のEDCについて」の
プレゼンテーション

・中高部大講堂にて集合写真撮影
大講堂は、中高卒の英和生にとって毎日の礼拝を

守った特別な場所。EDCのOGにとっては、楓祭を
筆頭にクラブ活動の思い出のつまった青春の舞台で
もあります。集合写真を撮影した後も、グループ写
真を撮り合ったり、その場に佇んで大講堂の雰囲気
を全身で味わったり。大切な場所で懐かしさと去り
難い思いを共有しつつ、お開きの時間を迎えました。

EDCの歴史
さて、前述のとおり、OG会では前半に「EDCの

歴史」についてのプレゼンテーションを行い、約
60年にわたる楓祭と、 楓祭が始まる前のEnglish 
Dramaについてお話ししました。

　　　  EDC OG会開催　　─クラブの歴史をたどる─
� 清水優美子／横江美乃

（1988年高等部卒業）

筆者たちによるプレゼンテーション
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このプレゼンテーションは、OG会の大規模開催
が確実になってきた頃から準備を始めたものです。
筆者たちは史料室に通い、68年分（1957年～2024
年）の生徒会発行「楓」、そして57年分（1968年度
～2024年度）の楓祭パンフレットを1冊ずつ調べ
ました。「楓」に掲載されているクラブ活動報告か
らEDCのページを見つけ出し、写真を撮り、それ
をWordにおこして体裁を整える…という作業を
68年分繰り返しながら、楓祭パンフレットに掲載
された情報と齟齬がないかも確認しました。

また、「楓」が復刊される前の時代については、
1949年からほぼ毎月発行されていた「東洋英和新
聞」を参照させていただきました。
こうして得られた情報から、まず、楓祭における

EDCの上演作品を一覧表（表1、12頁上段）にま
とめました。第1回の楓祭から60年近くにわたっ
てEDCの舞台は続いてきましたが、上演作品の傾
向は20世紀と21世紀で面白いほど異なります。20
世紀は、シェイクスピアなどの古典や英文学作品、
オペラなどが原作で、最後は悲劇的な結末を迎える
重厚な内容の作品が多く、EDCといえば悲劇、と
いう時代でした。これに対して、21世紀に入り、
現在の新マーガレット・クレイグ記念講堂（大講堂）
が使われるようになってからは、もっぱらミュージ
カルが優勢。英語のセリフに加えて歌とダンス…ど
んな猛練習を重ねているのか、オールド世代にとっ
ては眩しく、また羨ましく感じられる環境です。重
厚な悲劇からミュージカルへ、時代は変わっても、
EDCにとって楓祭の公演こそが1年の活動の中で
最も重要な舞台である、という位置付け、そしてそ
の舞台にかける青春のパワーは、不変です！
楓祭が始まる前の時代については、1949年と

1962年という2つの重要な年号に注目しました。
1949年は校友会（先生と生徒からなる、現在のク

ラブや生徒会の源流となる組織）が改組され、「英
語部」が発足した年です。英語部では、英会話や英
文法などのお勉強のほか、English Dramaにも取
り組んでいたようです。前述の『東洋英和新聞』に
は「新入生を最も集めた部」という記述があり、英
語部はとても人気があったようです。こうしたなか
で、いつしか、英語部の中に演劇班が設けられ、そ
の後、英語部から「英語劇部」として独立したのが、
2つめの重要年号である1962年でした。この時代
の先輩方は、生徒活動発表会、校友会ステージ部門
発表会、創立記念祭などの場でEnglish Dramaを
上演していました（表2、12頁下段）。
このように、戦後に花開いていった英語部・英語

劇部の活動。それは突然始まったものではなく、さ
らにその前の時代にたしかな源流がありました。そ
の様子は、『東洋英和女学院140年史』の“archives 
6 「大文學會執行順序」「文藝會プログラム」 
─Road to 楓祭─”（52-53頁）に詳述されてい
ます。明治時代から、ステージ系のイベントに注が
れていたエネルギーは、楓祭に勝るとも劣らない、
そんな印象を強く受けました。英和生は昔からパワ
フルだったのですね！

今から100年以上も前に行われていたEnglish Drama
の歴史。私たちはそれを1年1年積み重ね、たしかに
受け継いできました。このように長い歴史があり、自
分たちもその一部だった、ということに、深い感慨
を覚えます。OG会の開催に合わせてEDCの歴史を
知る機会を得たこと、それをご出席の皆さまと共有
させていただけたことに、心から感謝申し上げます。

お土産のクッキー。
下は大講堂の舞台
をイメージしたデ
ザイン

（上）1957～
2024年の「楓」

（下）1968年
度から2024年
度の楓祭パン
フレット

1930年文芸会の聖劇「生贄」。中央は上野（旧姓：福井）
美代子氏（筆者清水の祖母）。この文芸会で英語劇「戦争
か平和か」が上演されている。
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表1　1968年度-2025年度 楓祭におけるEDC公演作品一覧
参考文献：生徒会発行「楓」、楓祭パンフレット

（表2）生徒活動発表会、校友会ステージ部門発表会、創立記念祭などにおける
上演作品一覧（1957年の復刊第1号「楓」以降）

参考文献：「楓」

1956/7/18 良きサマリヤ人
1957/11/7 父母招待文芸会にて詩とうたとお話を披露 
1958/11/7 若草物語 
1959/11/4-6 The Stolen Prince 
1960/11/5 ベニスの商人 
1961/11/6-7 シラノ・ド・ベルジュラック 
1962/11/7-8 The Pampered Darling 
1963/11/7-8 トム・ソーヤーの冒険 
1964/11/10-12 リア王 
1965/11/4-5 雪の女王 
1966/11/3-4 Sleeping Beauty 
1967/11/？-？ 青い鳥 
1968/5/2-3 Little Women 若草物語 

表 2　‌�生徒活動発表会、校友会ステージ部門発表会、創立記念祭などに
おける上演作品一覧（1957年の復刊第 1号「楓」以降）

参考文献：「楓」

参考文献：生徒会発行「楓」、楓祭パンフレット

ルトイタ品作演公日催開.oN祭楓度年会徒生ルトイタ品作演公日催開.oN祭楓度年会徒生
ンアーリマ etteniotnA eiraM5-4/01/6991826991 夢の夜の夏真03-82/4/969118691 トワネット 

tnahcreM ehT4-3/01/7991927991 YLIMAF SPART EHT92-82/4/079129691  of Venice ヴェニスの商人 
 nogiaS ssiM01-9/01/8991038991 eryE enaJ5-4/5/179130791
 AISATSANA3-2/11/9991139991 PARTESUOM EHT3-2/5/279141791

 selbaresiM seL3-2/11/0002230002 AKHCTONIN3-2/5/3791527911*
fA revE3-2/11/1002331002 丘が嵐 sthgieH gnirehtuW9-8/2/4791637912* ter ~真実のシンデレラ

t fo motnahP ehT2-1/11/2002432002 OLLEHTO2/11-13/01/4791747913* he Opera 
/01/3002533002 SWALC TEVLEV EHT FO ESAC EHT1/11-13/01/579185791 31-11/1 OLIVER! 

 siraP ed emaD ertoN32-22/01/4002634002 CINCIP3-1/11/679196791
-12/01/5002735002 姫椿 saillemaC eht fo ydaL ehT3-1/11/7791017791 22 THE KING AND I 

 ！EGUOR NILUOM12-02/01/6002836002 TELMAH3-1/11/8791118791
elbaresiM seL02-91/01/7002937002 クッラュジルベ・ド・ノラシ3-1/11/9791219791 s 

TIL A52-42/01/8002048002 cisuM fo dnuoS ehT81-61/01/0891-08914* TLE PRINCESS 
ht dna ytuaeB42-32/01/9002149002 I & gniK ehT01-8/01/1891311891 e Beast 

32-22/01/0102240102 syaD dnasuohT eht fo ennA01-8/01/2891412891 The Phantom of the Opera 
 teiluJ & oemoR22-12/01/1102341102 artapoelC22-12/01/3891513891

rG fo ennA02-91/01/2102442102 yrotS ediS tseW01-9/01/4891614891 een Gables 
oR62-52/01/3102543102 seriateuqsuoM siorT seL01-9/01/5891715891 man Holiday 

 etihW wonS52-42/01/4102644102 adiA01-9/01/6891816891
edniC42-32/01/5102745102 stocS fo neeuQ ,yraM01-9/01/7891917891 rella 

 motnahP ehT22-12/01/6102846102 THGIN HTFLEWT01-9/01/8891028891 of the Opera 
 naP reteP22-12/01/7102947102 EMOLAS01-9/01/9891129891

CIW02-91/01/8102058102KNARF ENNA FO YRAID EHT01-9/01/0991220991 KED 
 selbaresiM seL62-52/01/9102159102 telmaH01-9/01/1991321991

 einnA92-82/01/0202250202 ollehtO01-9/01/2991422991
eht ni 'nigniS11-01/11/1202351202 ydaL riaF yM9-8/01/3991523991  Rain 
luJ＆oemoR22-12/01/2202452202 劇悲代古ャシリギ enogitnA8-7/01/4991624991 iet 

namwohS tsetaerG ehT12-02/01/3202553202 einnA01-9/01/5991725991  
2024 56 2024/10/25-26 The Little Mermaid 

*1 第5回以前は年度と開催年が一致していない 2025 57 2025/10/24-25 Les Miserables 
*2 1974年には楓祭が2回開催された
*3 第7回以降、年度内の開催が定着
*4 楓祭中止のためクラブ発表会にて上演

(表1）1969-2025 楓祭におけるEDC公演作品一覧
参考文献：生徒会発行「楓」、楓祭パンフレット

ルトイタ品作演公日催開.oN祭楓度年会徒生ルトイタ品作演公日催開.oN祭楓度年会徒生
ンアーリマ etteniotnA eiraM5-4/01/6991826991 夢の夜の夏真03-82/4/969118691 トワネット 

tnahcreM ehT4-3/01/7991927991 YLIMAF SPART EHT92-82/4/079129691  of Venice ヴェニスの商人 
 nogiaS ssiM01-9/01/8991038991 eryE enaJ5-4/5/179130791
 AISATSANA3-2/11/9991139991 PARTESUOM EHT3-2/5/279141791

 selbaresiM seL3-2/11/0002230002 AKHCTONIN3-2/5/3791527911*
fA revE3-2/11/1002331002 丘が嵐 sthgieH gnirehtuW9-8/2/4791637912* ter ~真実のシンデレラ

t fo motnahP ehT2-1/11/2002432002 OLLEHTO2/11-13/01/4791747913* he Opera 
/01/3002533002 SWALC TEVLEV EHT FO ESAC EHT1/11-13/01/579185791 31-11/1 OLIVER! 

 siraP ed emaD ertoN32-22/01/4002634002 CINCIP3-1/11/679196791
-12/01/5002735002 姫椿 saillemaC eht fo ydaL ehT3-1/11/7791017791 22 THE KING AND I 

 ！EGUOR NILUOM12-02/01/6002836002 TELMAH3-1/11/8791118791
elbaresiM seL02-91/01/7002937002 クッラュジルベ・ド・ノラシ3-1/11/9791219791 s 

TIL A52-42/01/8002048002 cisuM fo dnuoS ehT81-61/01/0891-08914* TLE PRINCESS 
ht dna ytuaeB42-32/01/9002149002 I & gniK ehT01-8/01/1891311891 e Beast 

32-22/01/0102240102 syaD dnasuohT eht fo ennA01-8/01/2891412891 The Phantom of the Opera 
 teiluJ & oemoR22-12/01/1102341102 artapoelC22-12/01/3891513891

rG fo ennA02-91/01/2102442102 yrotS ediS tseW01-9/01/4891614891 een Gables 
oR62-52/01/3102543102 seriateuqsuoM siorT seL01-9/01/5891715891 man Holiday 

 etihW wonS52-42/01/4102644102 adiA01-9/01/6891816891
edniC42-32/01/5102745102 stocS fo neeuQ ,yraM01-9/01/7891917891 rella 

 motnahP ehT22-12/01/6102846102 THGIN HTFLEWT01-9/01/8891028891 of the Opera 
 naP reteP22-12/01/7102947102 EMOLAS01-9/01/9891129891

CIW02-91/01/8102058102KNARF ENNA FO YRAID EHT01-9/01/0991220991 KED 
 selbaresiM seL62-52/01/9102159102 telmaH01-9/01/1991321991

 einnA92-82/01/0202250202 ollehtO01-9/01/2991422991
eht ni 'nigniS11-01/11/1202351202 ydaL riaF yM9-8/01/3991523991  Rain 
luJ＆oemoR22-12/01/2202452202 劇悲代古ャシリギ enogitnA8-7/01/4991624991 iet 

namwohS tsetaerG ehT12-02/01/3202553202 einnA01-9/01/5991725991  
2024 56 2024/10/25-26 The Little Mermaid 

*1 第5回以前は年度と開催年が一致していない 2025 57 2025/10/24-25 Les Miserables 
*2 1974年には楓祭が2回開催された
*3 第7回以降、年度内の開催が定着
*4 楓祭中止のためクラブ発表会にて上演

(表1）1969-2025 楓祭におけるEDC公演作品一覧

1970年 4 月 第 2 回楓祭で上演された“THE TRAPS 
FAMILY”（旧マーガレット・クレイグ記念講堂にて）

2024年10月 第56回楓祭で上演された“The Little 
Mermaid”（新マーガレット・クレイグ記念講堂にて）
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東洋英和女学校の第15・17代校長を務めたミス・
ハミルトン（Frances Gertrude Hamilton）と親
友のミス・ハード（Helen R. Hurd）の両宣教師
が所有していた別荘「旧ハミルトン・アンド・ハー
ド軽井沢コテージ」（1932年頃竣工、W.M.ヴォー
リズ設計、建物は非公開）が国の登録有形文化財と
なってから、2025年11月17日で10年の節目を迎
えた。その日に先駆けた10月13日、学院代表とし
て髙橋貞二郎院長、楠山眞里子学院顧問、現旧教職
員や卒業生がコテージを訪問し感謝をささげる見学
会が開催された。
何十年の時を経て東洋英和がその存在を再び知る

ことになったのは2010年3月のことで、その年の
8月1日に関係者が現地を訪れた時の様子は「史料
室だより」No.77（2011年11月10日発行）に詳細
に記されている。
長らく使われず朽ちかけていたコテージであった

が、現オーナーがご自身の別荘地の隣に佇むこの建
物を見て、直感的に価値を感じ取り、粘り強く調べ
を進められたことで、徐々にコテージの来歴が明ら
かになっていった。その後修復・復元を進め、文化
財登録に至ったのは、オーナー夫妻のひとかたなら
ぬご尽力の賜物である（「史料室だより」No.87

（2016年11月4日発行）参照）。
東洋英和は2017年以来、コロナ期を除く毎年7月

に同窓会役員、卒業生有志、学院関係者による通称
「お掃除隊」を結成し、コテージの清掃奉仕を続ける
ことで、オーナーご夫妻やご家族と交流を重ねて維
持管理に感謝してきたものの、まとまった形で謝意
を示す機会はなかった。2025年のお掃除隊が見学
会実現への契機となったのは間違いないであろう。
同年7月20日のお掃除隊では、初めての「開会

礼拝」をささげることができた。説教者は山本香織
前小学部長。その冒頭のメッセージが強く参加者の
心に響いた。
「私たちは現在の六本木の校舎で、かつてカナダ

からいらした宣教師の先生がたが実際に使われた食
器、聖書、ブローチ、あるいは旧校舎から移設され
た暖炉などを目にすることはできます。でもヴォー
リズ校舎がなくなってしまった今、宣教師の先生が
たがいらした同じ空間に身を置けるところ、それは
軽井沢のここだけになってしまいました。」
終了後「オーナーご夫妻に感謝の気持ちを伝えた

い」との声が続々と参加者から届き、文化財登録
10周年に合わせて感謝をささげる見学会の開催が
検討された。過去のお掃除隊参加者や軽井沢に縁の
ある卒業生、現旧教職員等にも呼びかけ、参加費を
募り、オーナーへの寄付とオリジナルTシャツの作

成に充てることとした。参加がかなわない方からの
寄付も相次いで集まった。
当日は天候も程よく、約30名の参加者との開会礼

拝で髙橋院長は「わたしたち強い者は、強くない者
の弱さを担うべきであり、自分の満足を求めるべき
ではありません。おのおの善を行って隣人を喜ばせ、
互いの向上に努めるべきです。」（ローマの信徒への手
紙15章1・2節）を朗読し、この聖句を実現したの
が両宣教師であり、ヴォーリズ氏であると話された。

礼拝後、学院からのクリスタル
表彰盾と有志による寄付をオー
ナーご夫妻に贈呈し、学院・卒業
生双方からの謝意を表した。 コ
テージの見学では、宣教師達の息
遣いを感じる空間から当時の生活
へ思いを馳せ、オーナーとの歓談
においては、参加者から次々と感
謝の言葉が伝えられ、その声が途
切れることなく続いた。
見学会終了後、コテージにまつわる「物語」を、

学校関係者に広く、また分かりやすく伝えられるよ
う、山本香織前小学部長の作画による動画を学院の
ホームページ等を通じて公開した。歴史の一部に留
まらず、未来へ受け継ぐべき物語をじっくりと味
わってほしい。

� （三笠知世　広報史料室・史料室委員）

オーナーに贈られ
た表彰盾

コテージの前で行われた開会礼拝

　　　  旧ハミルトン・アンド・ハード軽井沢コテージ
　　　─「文化財登録10周年　感謝をささげる見学会」開催─

報告２

「ハミルトン＆ハードコテージ物語」を視聴するには…
①上記QRコード→東洋英和女学院ホームページへ
②楓アプリ→ニュース（2025年12月22日）へ

13史料室だより　No.106　2026.5.10



展示コーナーご案内
◆村岡花子文庫展示コーナー企画展

「林芙美子と村岡花子  ─文学ジャンルを越えて結ばれた交流─」

林芙美子は昭和時代を代表する作家の一人です。今回の展示では、林芙

美子と村岡花子との交流を紹介します。林芙美子を村岡花子は「人間も

作品も、私はしんから好き」と評しました。有名な林芙美子の「花のい

のちはみじかくて…」という名文句の原典と目される、村岡花子宛の貴

重な詩稿も展示いたします。

� 会期：2026年11月30日（月）まで

◆学院資料展示コーナー企画展　
「戦後80年によせて　集団疎開の歴史をたどる　出流山満願寺訪問」

東洋永和女学校附属初等学校（現在の東洋英和女学院小学部）では、1944（昭和19）年8月以降、

栃木県栃木市にある出流山満願寺へ集団疎開しました。2025年が戦後80年にあたることにちなみ、

昨年8月29日に髙橋貞二郎院長と小学部教員、学院教職員で出流山満願寺を訪問しました。今回の

展示ではその訪問の概要を紹介し、集団疎開時に児童が書いた集団疎開日記（複写）や教員による

疎開の記録史料を展示いたします。� 会期：2026年8月29日（土）まで

東洋英和幼稚園と小学部の校地と園舎・校舎の記録集を刊行
　六本木五丁目西地区市街地再開発事業に伴い、東洋英和幼稚園と小学部は現在の校地と園舎・校

舎から離れ、仮園舎・仮校舎（元麻布）、さらには再開発後の本園舎・本校舎（中高部敷地に向かい

合った敷地）へ移転予定です。そのため幼稚園と小学部では、それぞれ校地と建物の記録に特化し

た記録集を作成しました。

林芙美子（前列左から 2人目）、
村岡花子（後列左）と女流文
学者たち（1943年）

入場料：無料 どなたでもご自由にご覧いただけます／展示場所：東洋英和女学院　六本木校地本部・大学院棟１階 ／ 
公開時間：日曜日・祝日・長期休暇以外の9：00～20：00（土曜日は9：00～19：00）
※館内の洗面室はご使用いただけません。／団体でのご見学の場合は、予め広報史料室にお知らせください。

東洋英和幼稚園『思い出の幼稚園』

2025年3月刊行、16ページ

永井理恵子帝京短期大学教授による
論文「東洋英和幼稚園舎・園庭の現
在」と、卒園生の飯田優カメラマン
による季節ごとの細部にわたる記録
写真で構成。
� ※卒園生、関係者に頒布

東洋英和女学院小学部『校地校舎

記録集　1954年～2026年』

2026年3月刊行、132ページ

1954年～2024年度までこの校地
で過ごした71学年すべての回想、
今の在校生の記録とともに、充実
の歴史・年表・資料ページで構成。
� ※部数限定、販売予定
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	 史料室の活動より（2025年10月～2026年 3月）� （☆は複数回）

2025年10月
1日─追悼記念日礼拝（礼拝後、卒業生から寄贈多数）
☆学院資料展示コーナー企画展準備　
☆執筆／編集／校正─「史料室だより」No.105
☆旧ハミルトン＆ハード軽井沢コテージ見学会準備
☆編集協力─小学部校地校舎記録集制作
☆年表マスターデータ更新、修正（酒井）
・照会─平体由美本学教授より、ミス・カートメルの愛唱讃美

歌について
・執筆─「楓園」101号「史料室レター」
13日─出張「旧ハミルトン＆ハード軽井沢コテージ　文化財

登録10周年　感謝をささげる見学会」にスタッフとして参
加（髙橋貞二郎院長、楠山眞里子学院顧問、同窓生有志約
30名とともにオーナー夫妻に感謝をささげる）

☆校正─大学学生手帳新設ページ「大学の始まり」
☆来室／調査─EDC OG会準備メンバー。「楓」などの確認

と「楓園」87号 石澤先生執筆の楓祭記事について
☆来室／調査─同窓生。1970年代の生徒会活動について
17日─学院資料展示コーナー企画展設営「戦後80年によせて　

集団疎開の歴史をたどる　出流山満願寺訪問」
・来室／調査─中学部生。陸奥宗光息女清子（初期在校生）

の在学調査
☆制作協力─NHKへ史料提供、インタビュー設定等協力　
☆制作協力─旧ハミルトン＆ハード軽井沢コテージ動画
・執筆─大学礼拝週報（コテージ見学会について）
22日─ちひろ美術館東京への資料貸出（卒業生でコラージュ

作家の岡上淑子氏が戦時中に記述したクラス日誌）
・来室／調査─河野和雄元中高部音楽科教諭。ハンドベル関

係史料
☆活動協力─幼稚園園舎を記録する会
・照会─総務課より、幼稚園の初山滋画伯の絵について→画

題不明。幼稚園の「園務日誌」には幼稚園を来訪する記録
があるが、どういう経緯で絵を受贈したかは不明

・来室／調査─山本香織前小学部長。小学部創立記念日祝辞、
教員への講話のため、「小羊」など

・来室／調査／懇談─山梨英和同窓会役員の方（5名）。展示
コーナーや史料室運営について情報交換

31日─出張。ちひろ美術館東京「装いの翼」展示内覧会、ギャ
ラリートーク（「史料室だより」No.104特集執筆行司千絵氏、
学芸員原島恵氏による）に参加

2025年11月
5日─出張。 戦時中に小学生だった中村カヨ子氏インタ
ビュー（紹介人の加藤牧菜氏、鈴木陽子小学部教諭と同行）

6日─創立記念日。幼稚園にて幼稚園園舎の歴史について年
長組保護者へ講話（松本）

・来室／調査─金子真奈美本学講師。村岡花子資料
7日─第2回　150年史研究会
10日─「史料室だより」No.105納品、発送
11日─カナダ宣教師墓前礼拝参加（於：青山霊園。松本・三笠）
☆校正─総合案内（日本語版）、（英語版）
・来校─大分県とPEIとの交流にちなんで、大分県企画振興

部長、国際政策課課長
☆学院HP改訂作業─史料室関連ページを担当
26日─出張。同窓会湘南支部にて、92歳の卒業生を筆頭に、

思い出話を語っていただく会に参加
2025年12月
・資料探索─中高部地下倉庫にて、昭和20年度のクラス日誌

を追加発見
2日─「史料室だより」特集のため、1970年代の短期大学保
育科卒業生「筑豊の子供を守る会」メンバーに、塩崎美穂
本学教授が当時の保育活動についてインタビュー

3日─卒業生井上二葉氏（ピアニスト）に、NHKスタッフと
戦時中の体験についてインタビュー

・受領─鈴木陽子小学部教諭より、阿部恵代氏（1961年高等
部卒）による小学部の思い出聞き取り記録

・納品─改訂版　史料室案内パンフレット

利用統計（2025年10月～2026年 3月）
10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月

展示見学者数 102 114 94 126 67 104
展示見学者区分 学内関係者 20 28 30 89 43 24

一般 82 86 64 37 24 80
10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月

資料閲覧者数（累計） 18 13 10 6 10 18
閲覧者区分 本学学生・生徒 1

現教職員 2 3 3 3 1 2
旧教職員 2 1
同窓生・学院関係者 13 2 3 2 4 5
同窓生（研究者） 1 1 1 1
学外研究者・学生 2 7
一般 7 1 3 4

利用の目的 年史編集 1 2 2
著述・論文作成 1 1 1 1 4
伝記資料調査 1 2 6
記録類の調査・研究 6 5 4 3 3 5
学院広報関係 1 7 3 4
その他 9 3

資料の種類（重複あり） 東洋英和関係 18 13 10 5 10 15
カナダの教会関係 1 1 3
村岡花子関係 1 1 5
周辺地域史 4 2
その他

10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月
月別レファレンス件数 26 7 6 16 6 14

質問者の区分 本学学生・生徒 1
現教職員 11 5 1 4 3 3
旧教職員 6 1 2
同窓生・学院関係者 2 1 2 3 1 3
同窓生（研究者） 1 1
学外研究者・学生 1 2
学外研究機関 2
一般 6 1 6 2 4

質問内容（重複あり） 資料所蔵調査 6 5 1 4 3 7
写真所蔵調査 1 2
事項調査 14 2 3 4 1 6
その他 7 2 8 1 2
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☆村岡花子文庫展示コーナー企画展準備
☆執筆／編集／校正─「史料室だより」No.106
☆校正─2026年度事業計画（史料室関連記載）
・照会─酒井順子氏（作家）より、東洋英和の寄宿舎と青楓

寮について、「東洋英和」の校名の由来について
・取材─中高部図書室へ、岩波書店出張読書会。読書愛好会

メンバーと富岡暢子司書教諭が懇談
・取材─岡野道子芝浦工大准教授（卒業生。幼稚園園舎を記

録する会メンバー）による高等部進学ガイダンス
☆校正─2027年度大学案内。沿革ページ
☆校正／資料整理─ダイヤモンド・オンライン「日本を動か

す名門高校人脈」の卒業生情報
・情報提供─三里塚教会を調査中の山本佳典氏より、武藤健

牧師、本郷中央教会、カナダ・メソジストのつながりにつ
いて詳細報告いただく

☆来室／調査─鈴木陽子小学部教諭。教員日誌など
・来室─テリー神川氏（カナダPEI在住、モンゴメリに関する

書籍も執筆）
2026年1月
・納品─同窓会会報（明治・大正時代）デジタル化データ
・打合せ─宇田川晴義東洋大学名誉教授／セント・ローレン

ス大学名誉教授。井上円了夫人の井上敬（旧姓：吉田。元
東洋英和女学校教諭）についてなど

9日─第3回　150年史研究会
☆照会／校正─堀川敏寛本学准教授より、『敬神奉仕　東洋英

和女学院大学礼拝説教より』出版関連
・来室／調査─上野峻一中高部聖書科教諭。クラス日誌、宣

教師史料、母の会名簿など
・照会─いぬいとみこについて。英和の熱心な先生が港区の

女学生を対象に開いていた聖書研究会に参加し、感化を受
けて1941年に受洗した→資料見つけられず→後日発見

・校正─エクスナレッジ『死ぬまでに訪ねたい文学館』再版
23日─第3回　史料室委員会
・見学─小学部3年生。展示コーナー及び史料室（自校史授業
「東洋英和の歩み」の一環）

・来室─中高部地歴部ボランティア（昭和30年代後半の中高
部クラス日誌の整理）

・来室／調査─卒業生・研究者。「家庭文庫研究会」会報
・来室／調査─渡辺紀子氏・三善三千子氏（両名とも1959年

高等部卒、1961年短大英文科卒）。渡辺氏が主宰していた
「フレンズの会」（帰国子女支援）資料
2026年2月
・来客─マッキントッシュ・ジャネット教授（関西学院大学）
6日─村岡花子文庫展示コーナー企画展設営「林芙美子と村
岡花子」

・確認─大学　2026年度「東洋英和の歴史」シラバス
☆来室─平田誠牧師、千恵子ご夫妻。「桜プロジェクト」資料

年表作成について
・来室／調査─鈴木齊元中学部長。桜プロジェクトの発足に

ついて
☆校正─学院HP輝く東洋英和の卒業生記事　村岡花子
・執筆─「楓園」102号「史料室レター」
20日─第4回　150年史研究
・来室／調査─相磯正子（学校初期の教師）のご子孫。『東洋

英和女学院資料集5』ほか
2026年3月
・来室／調査─静岡雙葉中学校・高等学校松岡葉子教諭。史

料室の運営や資料保存方法などについて
・来室／調査─ICU富岡徹郎常務理事。カナダ・メソジスト

教会カックランについて
・来客─南葵音楽文庫関係者
・来客／調査─カナダ合同教会牧師Won Hur師と日本基督

教団ディビット・マッキントッシュ氏。青山霊園のことなど
・展示案内─新宿歴史博物館・林芙美子記念館ご一行
・照会─学外研究者より、戦前タイから保育を学びに来た留

学生について
・来室／調査─東洋大学井上円了哲学センターご一行。井上

円了の妻で東洋英和の教師だった吉田敬について
・インタビュー─1949年高等部卒業生に、NHKスタッフと

戦時中の体験についてインタビュー。制服腕章（冬服、夏服）、
写真も多数ご寄贈いただく

☆来室／調査─中高部町島由美子教諭ほか。故佐々木孝男元
中高部体育科教諭について→ご子息に関連記事をお渡し

・打合せ─幼稚園と移転に伴う資料の移動の検討・検分
・展示案内─藁谷友紀新学長とご来賓
・照会─NHKより、戦時中の「学校農場」「落書き事件（陰

謀事件）」について→関連資料を紹介
　照会─町田市立自由民権資料館より、石阪登志について
【おもな受贈資料】
・小学部生が着用していたベレー帽

・「しんぼう」（卒業生の長岡輝子朗読カセットテープ）
・百周年記念品蝋燭立て（卒業生の清野禮元高等部長から譲

られた真鍮製）
・町島由美子中高部国語科教諭（1977年高等部卒）より、「蒸

気機関車の旅と佐倉機関区見学の会」しおり、小学部「み
ちのくの旅」（作文集・しおり）、中村メイ子作、脚本「幼
いひとたちのためのちいさなバラード『オテガミが見た夢』
1965年3月　東洋英和幼稚園　ひつじぐみ　ぺんぎんぐみ
母の会」ほか多数

・佐々木利絵元中高部司書教諭、佐々木肇元職員より、ご母
堂中野馨子氏のアルバム（戦時中の英和での写真あり）、母
の会資料。利絵氏在職中の中高部教職員集合写真ほか多数

・平体由美本学教授より、2025年度大学宗教委員会作成ミニ
トートバッグ

・テリー神川氏より、モンゴメリの写真（裏に本人の書き込
あり）、PEIの古い時代の写真ほか

・福貴信恵氏、根本照子氏（1970年短期大学保育科卒）より
筑豊「しおんえん」関連資料多数

・水野誠元中高部聖書科教諭ご遺族より、行事プログラム類
1箱、教会懇談会ファイル、音声記録テープ9本

・プログラム（大学10周年記念式典・ 記念音楽会）、
「approach」1998年春（ヴォーリズ特集）など多数

・山本晃嗣中高部教諭より、 中3 - 5「2025 Class 3 - 5 
Official Yearbook」(毎日クラスの写真を撮影したもの)

（書籍・雑誌・論文）
・内藤達元中高部数学科教諭より、「季刊 城南」（城南伝道所

の機関紙。南部泰孝先生講義録）ほか
・深沢美恵子氏より、自著『韓の国に生きた兄弟を韓の国は

忘れない　浅川伯教・浅川巧』揺籃社、2025年
・内川由紀子氏（本学大学院卒）より、内川由紀子「書物を愛

した官僚が残した『内田嘉吉文庫』」／「内田嘉吉文庫の活
用」所収「書物学」第31巻、勉誠社、2025年

・社会福祉法人愛の泉より、『愛の泉80年の歩み　2016-
2025』2025年

・佐佐木朋子氏より、①『佐佐木信綱研究　第16號』2025年
（片山廣子についてご執筆）、②『和歌文学大系80　翡翠／
川のほとり／ふゆくさ／魚歌』（うち片山廣子『翡翠』につ
いて、校注と解説ご執筆）明治書院、2026年、③「生き延
びる歌集『踏絵』」（柳原白蓮についてご執筆）所収「花美術」
vol.92、花美術、2026年2月5日

・小林由加氏より、「近代日本の道徳教育を再考する－岩下壮
一の教育思想と教育実践－」『日本カトリック神学会誌』
36号抜刷、2025年8月（資料提供）

・宇田川晴義東洋大学名誉教授より、自著「井上円了の旅路
を巡る」、『田中忠雄聖書画集』教文館ほか

・ハンドベル部OGより、『東洋英和女学院中学部・ 高等部　
ハンドベル部の軌跡』（クラブの50周年を控えての年史）、
記念のハンドベルアクセサリー

・芝恭子著作集編集委員会より、芝恭子（本学名誉教授）訳
著『楓の記憶、紡ぐ言葉：来日カナダ婦人宣教師報告資料
の翻訳と東洋英和女学院での幼児教育』教文館、2026年

・井上琢智元関西学院大学学長より、自著『黎明期日本の社
会科学者とキリスト教─福田徳三と吉野作造』信山社、
2026年（福田満喜子の画像提供）

・田澤薫聖学院大学教授より、自著『子どもの主体を育む保
育─興望館セツルメント史にみる子育て家族の支援』聖学
院大学出版会、2026年（資料提供）

・椎橋信也氏より、椎橋旬子氏（短期大学保育科昭和30年卒）
自著『佛桑華（ぶっそうげ）一兵卒が短歌で綴った太平洋戦
争従軍記』2023年
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 資料ご寄贈のお願い
広報史料室では、学院の歴史や学校生活の様
子を伝える資料、写真、記念品等を収集して
います。お手許にあってご不要のものがござ
いましたら、ご寄贈いただけますと幸いです。
また、卒業生および教員の方々の著作も収集
しています。

【お問い合せ先】東洋英和女学院広報史料室
（2026年 4 月より室名が変更となりました）
〒 106-8507 東京都港区六本木 5-14-40
Tel 03-3583-3166 （直通）  Fax 03-3583-3329

E-mail archive@toyoeiwa.ac.jp
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